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ブドウの生育ならびに果実の収量庫品質に及ぼす

　　　　窒素肥料の分施効果と土性との関係

内　　藤　　隆　　次※

　　　　　　　　　　　　　　　Ryuji　NAIT0

Effects　of　Sp1it　ApP1icahon　of　Nitrogen　Ferti1izer　on　Vine　Growth，

Yie1d．and⑭ua1ity　of　De1aware　GralPes　in　Re1ation　to　Soi1Properties

　　　　　　　　緒　　　　　言

　さきに著者らは養水分の保持力の弱い砂丘地土壌（砂

土）に栽植されたブドウ幼樹について，窒索および加里

肥料の分施回数の増加が新梢の生育を促進することを報

告した（5）、今回は樹体の生育とともに果実の収量および

品質に及ぼす窒素肥料の分施効果が，土壌の物理的性質

により，どのように相違するかを比較検討した、

　本実験に協力された福原正憲君（当時専攻学生）に深

謝の意を表する、

　　　　　　案験材料およぴ方法

直径，深さとも50c㎜ρコンクリート製ポツトに前年

Tab1e／．Mecba皿1ca1compos1t1ons　of　apP11ed．
soi1s．　Percent　in　aiτ　d．ry　皿1atter

K岨d－of

SOi1

Sandy　soi1

C1ayey　s011

Separate　and　partic1e　size（互nIn）

　　　　Corse　　FineG・…1。狐d　。。。d　S肚C1・y
　　　　2，00　　　0，25　　　0．05
く2．00　　　　　　　　　　　く0．01　　　　（）0．25　　～0．05　　～0．01

1，2　　　71，7　　　23．8　　　　0．6　　　2．7

6，8　　　17，3　　　14．6　　　　6，5　　54．8

Tab1e2．

度（1％1年）栽植したデラウェァ種3年生樹を供試し

た、用土の物理的組成は第1表に示すとおりで，砂土は

出雲市島根農科大学付属神西砂丘地牽場の未耕地で，埴

土は松江市近郊の大庭町でそれぞれ採取した、

　試験区はまず土性によって2区を設け，それぞれに窒

素肥料の分施回数により3回分施区，6回分施区および

12回分施区の3区を設けた、各分施区に5樹を用いたの

で，土性区の構成は15樹であった国窒素肥料は尿素を用

い，各区とも年問施用総量はN成分で／樹当り209とし

た。各区の分施時期および分施量は第2表に示すとおり

である。すなわち3回区は元肥として2月1目に総施用
量の互を与え，追肥として6月5目（1満開期より／週間
後）l1総量の舌・月・・1（収穫よ1・1後）に毛を施用

した、6回区および12回区は3回区の各回の施用量をそ

れぞれさらに分割施用した、燐酸および加里の施用時期

および施用量は各区とも同様で，燐酸はP205成分で7

9を2月1日に，39を6月／日に過燐酸石灰で施用し

た、加里はK20成分で79を2月／目に，／09を6月

1日に，39を8月20日にそれぞれ硫酸加里で施用し

た。なおア月上旬ころより基部葉に苦土欠乏の徴侯が認

められたので，ア月18日にMg0成分で／09を苦土石灰

で与えた。
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　　　　内藤隆次　ブドウの生育ならびに果実の収量

　供試樹はすべて1樹当り3本の新梢を伸長さ也新梢

の側枝の発生した場合ぱ葉2枚を残して摘しんした。各

新梢に1～4房の着果をみたが，摘房は行なわずにすぺ

て生育させた．実験期間中ρ旬別降水量は第／図のとお

りで，6月までは晴天が5日以上続いた場合，5日ごと

に／ポツト当り104の灌水を行なった、7月以降は晴天

が3目以上続いた場合，3日ごとに102とした④

　新梢の生育については，／2月／3目に伸長量ダ地上部重

量，中間部の直径，節問長の調査を行なった④なお地上

部重量は基部の3節を残して勇除した新梢の重量で示し

た。また13節と14節の間の最大直径を中間部直径とし事

3飾より13節までの長さを節数で除した値を節間長とし

た。果実の収量，晶質に関しては。8月20日に1樹当り

の収量および果房数，1果房重，1果房当りの果粒歎

1果粒重、果汁中の可溶性固形物合量および酸含量，果

皮中のAnthocyanm合量などを調査した。可溶性固形

物合量はハンド・リフレクト・メーターで，酸（遊離

酸）は0．1N苛性ソーダを用いて滴定法で測定した面

Anth㏄y独nの定量には既報（4）と同様の方法を用い

た。

　一方㌧6月5目，7月15日および8月25日に採取した

葉について軸e1dah1法により窒素の定量を行なった。

　　　　　　　　実　験　結　果

　1．新槍の生育

　第3表に示すように，砂土の場合はいずれの調査項目

においても分施回数に比例して値が大となる傾向にあ

り，地上部重量および中問部直拝では3回区と12回区の

間で有意な差があった。一方埴土の場合は・節問長を除

くいずれの項目でも6回区の値が最大で，ついで／2回

区，3回区の順であり，3回区と6回区の中間部直径で

有思差が認められた。なお節間長では，有意差はなかっ

たが3回区および6回区に比べて／2回区で長くなる傾向

があった。

　・これらの結果より，新梢の生育に対する窒素肥料の分

施効果は埴土より砂土において顕著に現われることが認

められた。

　2　果実の収量および晶質

　第4表に示すように，砂土では3回区の収量が著しく

多く，6回区，／2回区と分施回数が増加するにつれて減

少し，3回区と／2回区の問で有意差が認められた。果房

数では処理区問で差が少ないが，果房重は分施回数が増

加すると減少する傾向にあった。さらにこれらの各区で

1果粒重の相違はほとんど認められず，一方1果房当り

’の果粒数は分施回数の増加とともに有意に減少した．結

局，処理区間の収量の相違は主として1果房当りの果粒

晶質に及ぽす窒素肥料の分施効果と土性との関係一21一
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数に由来することが認められた。

　埴土では有思差はなかったが／2回区の果実収量が3回

区および6回区よりやや多く，さらに果房数，／果房重

／果房当りの果粒重のいずれも分施回数に比例して増加

する傾向にあった理したがってこれらの点に関しては，

砂土と埴土で分施回数の増加がむしろ逆の影響を及ぼす

こと加明らかとなった。

　一方，砂土および埴土のいずれにおいても果汁中の酸

含量は処理区問で差異がなかったが，可溶性固形物含量

は3回区で最高を示し，また果粒の着色度の指標となる

果皮中のA皿thocya㎜n合量も分施回数の増加につれ減

少する傾向にあった，

　なお果実の収量・品質について土性問でも明らかな相

違があった、すなわち果実収量，果房数，1果房重，／

房当りの果粒数，1果粒重のいずれも埴土で著しくすぐ

れた、しかし果汁中の可溶性固形物含量および果皮中の

An曲㏄yamn含量は砂土で高く，果実の品質には砂土

が好影響を持つことが示された。

Table　3　　Growth　of　grapes　on　Dece㎜ber／3as

　　　　affected　by　sp11t　appHcat1on　Of　皿1trOge皿

　　　　fer加11zer　1n　relat10n　to　s011ProPert1es

Kmd一
Of

soi1c）

Ti1me　of
　aPP1iCation
3　　6　　／2

L．S．D．

at5％　at1％

Vine1ength S 38／　377　405 N．S．

Cm C 379　399　384 N．S．

Top　fresh

　
　
　
ヨ
S

99．8／12．7／33．8 20．5N．S．

weight　g C 8／．9／18．41／4．0 N．S．

Vine　dia㎜eter S 0，70　0．ア5　0．80 0，060．08
C㎜a） C 0，70　0，75　0．73 0，030．05

Intemode S 9，68　9．8710．08 N．S．

1ength　c皿b） C 10．52／0．5210．57 N．S．

a）　㎜easured　at　を1he二m1dd1e　port1on　Of∀1ne

b）　m．ean　1ength　of　1nternoaes　fro皿1th1ra　to

　　tbirteenth．

c）　S，Sand．y　s011，C，C1ayey　s011
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Tab1e4．Fru1t　growtb　and　qua11ty　at　harvest

　　　　time（August20）as　affected．by　sp11t

　　　　apP11cat1on　of　n1trogen　fert111zer　1n

　　　　re1ation　tO　soi1　properties．

Yie1d－per伍ee
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9

　　　　per　tree
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C
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S
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S
C
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S
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3　　6　　12
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C；Clayey…soil

S；Sandysoi1
3，6and12；Time　of　apPlication

G二12
C－　6
C－　3

S－　6

S－12
S－　3

　　　　June5　　　　　　　　Ju1y15　　　　　　　Aug25

　　　　　　　　Sa互np11ng　dates

F岨2　Amounts　of　fo11ar　n1打ogen　at　var1ous

　　　samp1mg　d．ates　d岨mg　growth　as　affected

　　　by　sp1it　apP1ication　of　nitrogen　ferti1izer

　　　1n　re1at1on　to　s011propert1es

　3　葉内至素含重

　3回区の2回目および3回目の施肥日であり，また6

回区，12回区の施肥日にも当る6月5目および8月25

日，さらにそれらの中間で6回区および12回区の施肥日

に当る7月15日に採取嚢した葉の窒索含量は第2図に示す

とおりである。まず6月5日の調査では，砂土，埴土い

ずれにおいても12回区の合量が最も高く，分施回数に比

例的であった。しかし7月15目では，砂土と埴土で傾向

が異なった、砂土では3回区の含量が最も高く，ついで

12回区，6回区の順であったが，埴土では6月5目の結

果と同様12回区の含量が最も高かった。8月25日セは，

砂土において順位がまた変り，6回区の合量が最高で，

3回区が最も低かった。一方，埴土では前回と全く同様

の傾向であった。

　以上のように砂土と埴土で多少傾向は異なるが，全体

的に見ると分施回数の増加は葉内窒素含量の水準を高め

る傾向が認められた、さらに砂土では分施回数の増加に

より，施肥前後の葉内窒素合量の変動が少なくなること

が示された、

　なお砂土と埴土で比較すると，各時期を通じて葉内窒

素合量は埴土で高い傾向にあった。

　　　　　　　　考　　　　　察

　ブドウ（デラウェァ種）に対する窒素肥料の慣行施肥

時期は婁元肥が／朋から1月茅追肥が満開後の5月下旬

から6月上旬，礼肥が収穫後の8月下旬から9月上旬と

されている（2）（9λなおこれは元肥に有機質肥料，追肥に

化学肥料を用いるときの基準で，全面的に化学肥料を用

いる場合には施肥回数をさらに多くすることが推奨され

ている固窒素や加里などの化学肥料を一時に大量施用す

ると，土壊中の肥料成分の降雨による流亡を助長し，こ

の点が肥料を分割施用する大きな理由となっている（6）（7）

（8）。一方，分施の効果は土壌溶液濃度の上昇防止の見地

からも認められ，林（1）は和梨について土壌溶液濃度が2

気圧以上になると根の発育を阻害することから，少量分

施が有効なことを述べている、また一般的に分施の効果

が砂質土壊で現われやすいと考えられるのも，これらの

理由によるものであるを

　さて本実験の結果によると，窒素肥料の分施回数の増

加は砂土，埴土いずれにおいても葉内窒素含量の水準を

高め，とくに砂土では分施によって窒素のきき方の波が

少なくなることが認められた何また樹体の生育は，砂土

では12回まで分施回数が多いほど良好となり前報（5）と一

致した傾向を示した。しかし埴土では6回で最高の生育

を示し，それ以上分施回数を増加しても生育を促進しな

かった。したがって樹庫の生育に関しては，従来考えら

れているとおり埴土より砂土において窒素肥料の分施

がより有意義であることが認められる邊一方，果実の収

量，晶質では，樹体の生育の場合とかなり異なった結果

が得られた。すなわち埴土では果実の収量に対する分施

の影響は顕著でなかったが，砂土では3回区の収量が最

高で分施回数の増加は果実収量を著しく減少させた．さ

らに砂土におけるこのような収量の推移は1果房当りの

果粒数の相違に主として由来することが明らかであっ

sokyu
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た。果粒数と関係が深いのは開花までの窒素水準であ

り，地力の乏しい砂土では施肥に対する依存度が大き

く，元肥の少量分施は元肥の施用時期が遅れたのと同様

の状態をもたらすのではないかと考えられる。小林ら（3）

はブドウ樹で窒素の元肥施用時期を変え，／2月および／

月施肥に比べ2月および3月施肥では／果房当りの果粒

数が著しく少ないことを報告している。また分施回数の

増加は，砂土および埴土のいずれにおいても果汁中の可

溶性固形物含量を低下させ着色を不良にする傾向にあっ

たが，この原因は分施により着色成熟期の体内窒素合量

が高くなったためと考えられる。

　以上のように分施回数の増加により窒素肥料の利用率

が高まることは明らかであるが，そのことが必ずしも果

実の収量および晶質の向上と結びつかなかった。とくに

常識的に分施効果が期待される砂土において，元肥の分

施が着粒数の減少を招き収量を著しく低下させたことは

注目される、これらの点については分施の回数ラ時期お

よび施用量などを組合せて今後さらに検討する必要があ

る。

摘　　　　　要

　砂土および埴土をそれぞれ用いてポット植したブドウ

（デラウェア種）3年生樹を材料とし，室素の年間施用

量は同じで施肥回数を3，6および12回とした区を設け

窒素肥料の分施効果を土性との関連において調べた。

　／．新梢の生育は砂土では分施回数の多い区ほどすぐ

れ，埴土では6恒1区が最もすぐれた。

　2．果実の収量は砂土では分施回数が多い区ほど少な
く，／2回区は3回区の約⊥の収量であった、この場合収
　　　　　　　　　　　3
量構成要素のうちとくに／果房当りの果粒数に対する分

施回数の影響が顕著であった。埴土では逆に分施回数の

多い区ほど収量が多い傾向にあった、一方，果実の晶質

は砂土，埴土のいずれにおいても分施回数の増加につれ

て低下した。・

　3．葉内窒素含量は砂土，埴土のいずれにおいても分

施回数の増加につれて高くなる傾向にあった、
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　Usmg3－year－o1d虹uユtmg　De1aware　grapes　p1anted　1n　pots　wユth　s狐dy　and　c1ayey　s011，

respect1ve1y，expen皿en亡s　were　conducted．to　exa1m1ne　the　effects　of　sp肚　apP11α痂on　of　a

gヱven　a㎜ount　of　n1trogen　fertヱHz鉗on　Y1ne　grow此，bunch　y1e1d　and　qua11ty

　／　In　s狐dy　s011，v岨e　growth1ncreased－and　bunch　y1e1d皿arkedユy　decreased　w1th　the

1ncreas1ng　t1me　of　mtrogen　fert111zat1on　fro皿1　3to／2　　Part1cu1ary，　berry　n唖皿ber　per　bunch

wh1ch　had．the　h1gh　conec〔10n　w五th　bunch　y1e1d　was　detnmenta11y　affected　by　the1ncreas且ng

t1虹｝e　of　apP11cat1on．

　2　In　c1ayey　s011，6t1mes－apP11cat1on　resu．1ted，1n　the　best　v1ne　growth，though　biユnch

y1e1d　tended　to　be　a肚t1e出gher　w1th　the　mcreas1ng　t1me　up　to／2

　3　　In　both　s011s，　bunch　qua11ty　based－on　so1ub1e　sohds　content　and　skユn　co1or　beca皿1e

工nfer1or1n　proport1on　to　the　fert111zer　t1m．1ng　acco蛆pan1ed．by　an1ncrease　1n　per　cent　fo1iar

nirogen　at　both　the　stages　of　f1owering　and　harYest．


